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III 軍政下の民佐対策： 1912干下 4月～

1943年 3J-J 

イブラヒムは、 1!)42年3月半ば以降，シャけ平

定ξともに，占領軍当局が I" レ－~＇年連盟J に

これ以上利用価値を見出さなくなったのだと読ん

で，これに対する対応策ムを打ち出Lたが．この

1942年2～ 3乃は，それまで［マレー青年連盟」

と交渉を持7 てヤた藤原機関が舞台から退いて，

＇，＼［のマラヤ軍政機構が正面に登場した大きな転換

／~だったのである。すでに述べたように，マラヤ

に進入してきた第25軍の参謀副長馬奈木少将がマ

ラヤ軍政の当初jの責任者であったが．軍政の実際

の執行は，その下の総務部長の搾辺豆大i土が山下

奉文中将から軍政政策を策定，執行する権限を与

えられていた。この渡辺大佐が1942年2月から

1913年 3月まで，マラヤ軍政のいわば第 1邦Hこ決

長
Lハ

井

定的な影響力を持ったのである。開戦1J[fi1jの大本

’討の古／j記基本方針がスルタンはじめ現地人に対し

比較的寛大な態度をとっていたのに対し，波辺大

佐の軍政の基本原理は，軍事作戦の必要から占領

有利に現地人に断乎たる強制力を用いることであ

》fこC

太平洋戦争ロ）開戦後、藤原機関がマレー人やイ

ンド人の支持を得ベく活動している間lこ，渡辺大

佐l土、＇；＿μ＇.政要日の将校，民間人 60名を率いて山下

将軍の前線本部に加わり， 1941年12月23日ベラ州

ケイピンの陥落まもなく， [i,]j也で軍政計画を起草

した勺この起草を助けたのが， j度辺大佐の「参謀

長」格の民間人高瀬路で，このコンビが市瀬が帰

同する1942年 10月まで続くのである。この高瀬1

が， Lンカ、ポー／レ陥務直後にマラヤ華僑に5000万

海峡ドルロ）「血債j献金を強制した立案者ーであっ

7こ。

藤原少佐に次いで， 1942年 2～ 3月の頃にイブ

ラヒムの交渉相手として現われたのは，この渡辺

大佐を実際の担当：音とする軍政監部であった。軍

政監部は， 「マレー青年連盟jを解散させる－

)j，スJvケンの主権を日本に移譲させる計l耐を練

った。イブラヒムが 5月末にマレ一半島西海岸の

旅行からシンガポールに帰着すると， 「マレー青

年連盟」はすでに軍政部から解散を命じられてお

3う
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り，イブラヒムは，この解散を即刻実砲し， 1 -? 

レ｝青年連盟」の活動はいっさい今後継続しない

と量約するよう強制され，同時に，マラヤ／スマ

トラ軍政監部の顧問になるよう命じられた。 fプ

ラヒムは， 「マレー青年連盟Jの活動を臨密挫に

すでに 4月から始めていた地下運動のか向に河編

し，また軍政監部顧問就任もなしくずしに断わ 1

て，『ワノレタ・マラヤ』紙の仕事を続けていた。同

年8月，イブラヒムは，シンガボーノレ lインド独

立連盟J 支部長ゴーホー，華僑の：Vl•T· ショウ

とともに披辺大佐に同行して，マレ一半島西梅岸

諸州、｜を歴訪したが，ミの旅行から帰ると，渡辺大

佐から再び軍政監部顧問に就圧するよろ，脅迫lこ

等しい勧舎を受けた。とのためとうとうイプラヒ

ムは，やむなく顧問に就任し，『ワルタ・マラヤ』

の仕事をやめたが， 『ワルタ・マラヤ』紙もこしう

ときに日本軍の空伝部に引きつがれて，その1iを

『ブリタ・マライ』と改められた。イシャク・ピ

ン・ハジ・モノ、メッ 1ごほか数人のi司志怯，宣伝部

に席を置いて， 『プリタ・マライ』の仕事を続け

fこ（注1）。

他方，スルタンの主権を日本に移譲させる軍政

監部の計画は， 1942年5月半iぎに常25軍参謀長持

木少将がマレー半島のスルタンを歴訪して‘将来

のスノレタン処遇；こっし、ての情報蒐集を行なったと

きから具体化しはじめた。同年6月，第25軍＿7,！レ

タン問題最高顧問徳川義親侯は東京へ帰り，参謀

総長杉山大将と会談し，スルタンの回教との地｛立

は尊重するが，スルタンに主権を日本に移譲占→ど

るという提議を杉山参謀長に行なった。杉山大将

はこの提議を原則的に承認したらしく，型7月に

第25軍軍政監部は「土侯処理：こ関する約二j と題す

る極秘文書を作製した（注2）。この文書は‘スルタ

ンの主権を強制的に取り上げるのではなしに，

36 

自発的に（傍点一一筆名）移譲させ，この移譲をま

ってはじめてスルタンの回教上の指導者としての

地位を認めるという政策を明らかにした。徳川最

高顧閣は，この政策lこ従って，主権を 11本側じ移

譲することをスルタンに納得させるのに成功した

Cit 3 > 

ところが，この1942年年央を境；二日本側lの中央

のスルタン政策は変化する。 7月14日に東京で聞

かれた軍政監公識で，東条首相は，スルタンの宗

教ヒの地位を保持する政策を明らふにし、東条首

相の片腕で南方軍参謀長兼箪政総監に任ぜられる

ことになっていた黒田重徳中将も，東条首相の意

を受itて，現地人の宗教・ Hミ習不干渉の既定h汁

を再び強調したCtl4〕。との中央の政策は‘さ舎に

触れた第25軍軍政監部の「土侯処理に関する件」

の対スルタン強硬政策とは異な－，ていた｛

三のスルタン政策の転換は，一つには同年6月

ミッドウェイ沖の海戦で日本が敗北したこと。今

一つには，現地人がインフレの激化，日常必前品

の不足など経済的な不自由についで不満を表明し

はじめたこと，によるものであった。こうした事

情から，戦争遂行上民心をつかむことの必要性が

あらfこめて実感されてきたのである（注5）。しれし

マラヤ軍政監部では， 1942年9月， 10月の頃マレ

一人の回教断食月に日教徒の習慣に理解あるゼス

チュアを示す二子を打ったが，基本的にじスル勺ン

の政治的権限も，さらにある程度回教上の権限も

取り上げつい弁 tト1'1長官がその権限主：行似してい／こ

llt 6 '0 軍政監部当局の中で七、ス＇ cタ＞，こ対十る

評価は低かった。たとえば，砂田重政南方総説最

高顧問は，スルタンは民衆から遊離しており，大

衆はスJレタンtこ主税を払ってャたことについて反

感を抱いている旨，また大谷憲兵司令官は，スルタ

ンは現地人の聞で人示がなく，一二円結論はマレー
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人の老若さまざまの人々の代表と話し合った上で

出したものである旨の記述を行なってνる＇.／主 7）。

しかし，現地の寧政担当当局の意見にかかわら

ず，戦争の全局の軍事的必要堅と，特に計闘中のイ

ンド進攻作戦におけるインドのマハラジャ対策か

ら， 8月初め i大東亜民放指得要繰案jを作担し，

これに基／〉いて，大本営は軍司令官や軍政監iこス

ルタンに対しでもっと寛大な態度を示すよう指令

した。 ll}l9 I 1‘マラヤ現地でも富集団（第25市）

の新司令官斉議郊平太中将もこの指令に基づ＼ .た

命令を出し，新任のマラヤ軍政監西大篠酔少将も

10月27日のマラヤ／スマトラ司政長官会議室で以上

の趣旨を繰り返した。渡辺大佐も，この大本台の

方針に歩み寄り，この会1誌の席上で，現地人に協

力する気を起こさせるのにス／レタンを利用しなけ

ればならない， と述べ，スルタンに戦前イギリス

が与えていたのと同額の支給金を交付するが，こ

の支給金の額と処遇は各スルタンの対日協力次第

によって決める，と摺保条件をつけた（注8）。この

政策は，常集団軍政監部が1942年11月28日に作製

した「民族政茶参考資料および説明j の中で[Vj示

された。

渡辺大佐が，このように大本営の新方針を留保

をつけて完全実泌に踏み切らなかったのに対 L,

12月4a，陸軍次官は富集団軍政監に緊急電械を

送り，大本営の方針の励行を迫った他的。

この結果， 1943年 1月20～21日の両日，マラヤ

事政監部は，マラヤとスマトラのスルタンの代表

を招いて会訟を縄催した。この会議の目的は，日

本軍政をマラヤ各地にできるだけ広く浸透するよ

ろ促進し，共通の医標をもって民衆の結集をはか

にもって人心を安定させるよう，あらゆる努力

を払うことをスルタンに要諦することであった。

そして，軍政監部は，回教の首長としての各州ス

太平洋戦争期のマレー民族主義運動

ノレタンの地位と財産所有権を再確認し，戦前支給

されていたのと同額の手当を払うことをはじめて

正式に約束した。もっともこの支給の完全実施は

1944年までまつことになる位10）。

こうして，スノレタンに対する新政策が確定され，

その後まもなく 1943年3～4月に富集団はスマト

ヲに移駐し，丘集団に代わり，渡辺大佐も1943年

3月に藤村益蔵少将と交代して，マラヤ軍政のい

わば《渡辺時代》は終わりを令げた。

( ,i: 1〕 Ibrahim bin Haji Y剖 coli, Sedjarah 

dan Perdjuangan di }v[alaya, Jogja, 1951, p. 101. 

(11::2) 富集問主事政監部「土侯処理に関する件」

1942年7月， inAkashi，“Japanese Military Admi-

nistration in lv!alaya，＇’ Asian Studies, Vol. VII, 

No. I (April 1%9), p. 90. 

（註： 3〕 Ibid.,p. 91. 

(H:4) 南プJ軍軍政総監部「軍政総監指示J1942年

8月7[i , in Akashi, op. cit., p. 92. 

UL5) 富集団半以監部「 "7 > { ': t；ける治安上t'l

→ ／リアJ,1942:nrn 27日，付録 I，ミメオ， inAka-

shi, op. cit., p. 93注。

（杭 6〕 Akashi,op. cit., p. 94注。

（刊 7) Ibid., p. 94. 

CZ 8〕 富集U1，マレイ，スマトヲ，＂， J制（市） kG 

;: ,;& (1942年11);26～28日）， (in Akashi, op. cit., p, 

95, r:l: 61.〕

（注 9) 土侯（サナノレタン）の取り扱いに関する件（in

Abぃhi,op. cit., p. 98). 

〔il～10) ltagaki, Y oichi，“Some Aspects of th巴

Japanese Policy for Malaya Under the Occupation, 

with special reference to Nationalism," in K. G. 

Tregonning (ed.), Papers on Malayan History, 

Singapore, 1962, p. 257. 

IV 軍政下の民族対策； 1943年

4月～1945年 8月

現地人の宗教・慣習に関する新政策の線に給っ

て， 1943年4月5-6日の両日，すラヤとスマト

ラの回教徒代表会議が，マラヤ箪政監部の企画，

37 
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教育関採当局の主催で問かれた。 この会議の目的

は， 回教徒指導者を通じて民心を獲得し， 日本の

世界観を現地民の間に植えつけることにあった

このi司教徒代表会議の成功に勢ャづけられたw
政監部当局の中では， 5月末に東条首相がフィリ

ピン視察から帰ってまもなく，東京で此可：fが採択

した［大東亜政路大綱」の線に沿って、 7 レ一人

＂＇－＇教徒にマレ一入社会の政治・宗教的問題；こっし、

て若子の発言権を与える用意：のあることをなくし

TこO 7月には，軍政監部の藤村益球少将は、 マフ

ヤ各州州長官・総務部長会議で現地人を諮問会ぷ

に参加させる計画iを立案するよう；llliミLtご江口。

この場合の［現地人！とは， -,, レ一人のみならず，

華僑とインド人も含まれてし、た。戦況が日本に不

利になるにしたがし、， 1943年夏から H本1lllH土マラ

ヤ経済の悪化を喰い止めるためマラヤ華僑の協力

の必要性を悟り， それまで、の華僑抑）玉i攻守主をf1t:iE

すーるようになったのである正

こうして， 1943年10月 213にマラヤ各州・市に

設置された「参事会jには住民人口比でマレ一人，

華1官， インド人その｛也の住民代表が選出された。

州参事会の会長は州長官であったが，副会長iこは

その州のスルタンが任命された（il3¥ 

事会の機能は名目的なものに過ぎず，

しかし、参

やり trも日

本側からの一方通行だったので，参事会の現地人

メンバーがやる気をなくしたのも 7当然であった

（注4)

参事会を通して現地人の支持を得ることができ

なかったので，軍政監部は， 今度；ま，「華僑協会1,

「インド独立連盟jのほかに「マレ一人厚生協会 l

｜ーユーラシア入厚生協会J，「アラブ人厚生協会j

土いう人種別組織を作り， これらを軍政協力の中

核として，

38 

できるだけ利用しようとした。 二hら

の協会は司各人種社会を代衣し， 軍政に協力する

とU、う二つの機能をもっていたが， これらの団体

も平政当局に対して受動的な態度しか示さず，期

待された機能は果たさなかった市5) 0 

1943年 8月に軍政監になった藤村少将は，徳川

最正Ji顧問とともに， マレ一人回教徒を掴むにはス

ルタンの協力がなければ不可能だという確信を持

つようになってL、た（註6＼軍政当局は，軍政開始

一神教徒のl叶教徒に「現人神」とか神社参以来，

拝とか， 日本の慣習を押しつけ‘回教教育にしか

るべき注意を払わず， スルタンの回数裁判官任命

権を取り kげるといった調子でスルタンの同教上

の特惟に干渉しており， 1943年 4月にマラヤ・ス

マトラ［11］教徒代表会議が開かれたものの‘ 回教・

f子悶尊重は口先ばかりで， なかなか実砲されなか

-,tこl》r,) これi工， 「i渡辺軍政期」の強硬な基調

；二聞係あると忠われるが， その後，軍政監部でも

1'-'ltzと現地人情刊に閏する研究班を組織L，現地

人の宗教，慣習，教育，行政の実態、を調：貸した結

果，半政当局は，現地人の憤三円i土，たとえ軍政に不

利なものであっても，強制によってではなく教育

によって変えていかねばならなヤものであり， ス

ルゲンや凶教指導者の慣習や宗教上の考え方は，

汗教育によ－）て臼発的に変えるよう仕向けなけれ

ばなちないことを悟った（注U。

19,13年半ばに戦局が日本lこL、よい上不利になっ

ていく中で戦争遂行に現地人のマンパワーを動員

する必要から， 日本は現地人の組織化と教育に乗

「義勇り出した。 1943年12月メ日，軍政当局は，

隊」と「義勇軍jの設置を発表した。 この現地人

の防衛組織は， 19,13年初めジ γげで「ゲンゲラン

青年道ぬ」 さ視察した‘主II寺南方総軍参謀副長の

稲田将軍が示唆し，：東条首相の支持を得て創設さ

れたもので（円引， 「義勇隊」はそれぞれの居住地
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方の治安の維持を助けることを目的とし， 「義勇

軍Jは正規の軍人で，マラヤのどこででも戦うも

のとされた他10）。 「義勇軍」の組織は，日本の総

力戦研究所の計画（1942年2}118[1付)lこ従い，限ら

れた数の，武装された現地人補助兵力を広く配置

するヴi，日本軍の兵力は集中的：こ）設揮するとい

うように立案された位11）。

さて，義勇軍の創設に先立つ1943年7月28日，

イブラヒムはマラヤ・スザトラ訪日使節団25名を

率いて 2カ月の日本視察の途に上った（注12〕。イブ

ラヒムの出発直後に「義勇軍」結成の準備が始ま

り， 「マレー青年連盟j系の青年も義勇軍に参加

し，スータン・ジュナインとも合意、の上，イブラ

ヒムが進んで f義勇軍jの指揮官に就任するよう

期待し，日本軍政当局もイブラヒムの就任を望ん

だ。イブラヒムは， 1943年末にシンガポーJレに帰

着すると，中位の階級でこのポストに就いた。義

勇軍は，ジョホールとシ〉ガポーノレでマレ一人に

より編成され， 1944年7}jまで 6カ汀の語11諌を経

た上で，ベラ州イポ一地区へ派遣された後，シン

ガボールに帰還し，いくつかの部践に再編され，

イブラヒム中佐の仕事は顧問的なものとなった

〔注目〉。

こうした情勢の中で， 「マレー青年連盟」の地

下工作グループは，次の四つの手を打った：（a）義

勇軍の地下工作をジャワ・スマトラなどの方面へ

できるだけ拡げる。（b）スータン・ジュナインが指

導するマラヤ抗日人民軍マレ一人部との連携を強

化する。（c）スマトラとジョホーノレ南部に地下工作

を組織化する。（d）義勇軍の青年に可及的すみやか

に社会主義教育を施す位14）。

そうするうちに， 1945年 1月に連合軍はピノレマ

中部平原に入札 5月3日にはラングーンを占領

した。イブラヒムは，すでに 3月下旬ピルマ国軍

太平洋戦争期のマレー民族主畿運動

を話料いて日本軍に反乱したアウン・サンと同じく，

連合箪がマラヤ・シンガポール方面へ進攻してき

た暁に，日本軍に反乱を起こす計画を取った。こ

のため，すでに同年初め『ブリタ・マライ』紙を

止めてし、た｜日］志のイシャク・ピン・ハジ・モハメ

ソドlこ，＇：ハン州に連合軍が投入した fl36部隊」

と連携して活動中のマレ一人の地下運動組織「ワ

タニア」と接触させ，日本軍を攻離する組織を広

範に準備させようとした。

ちなみに， 「ワタニア」は，先マラヤ行政官職

(Malayan Administrative Service）のイョップ・マ

ヒディン（主的pMahidin）が， 1942年にパハン州

のスルタンから抗日運動の組織化につL、て承認を

得て， 1943年l乙ベントンに在勤中につくったもの

で，同年米ラウプに転任すると，約250名のマレ

ー人を集めて，「136部隊jの到着前にジャングノレ

戦訓練キャンプ開設に着手した。 「ワタニア」の

任務は，連合軍が1945年9月にマラヤ進入を開始

した叫に半島の東西横断道路で日本軍の軍需品の

移動を妨害することであったが，結局，実際にグ

リラ戦を本格的に行なったことはなかった。 「ワ

タニア」は， 1945年11月に軍事組織としては解体

した但15）。

さて，前記のイシャク・ピン・ハジ・モハメッ

ドと併んで，イプラヒムの義弟オナン・シラジは，

シンガポールとジョホール・パルーで地下運動を

組織し， 1945年10月中にこの準備がすべて完了す

る計両であっf乙（注16）。

かように抵抗運動の計画が進行していたが，他

方，憲政監部は， 1943年12月，勤労奉仕隊をマラ

ヤ全土にわたって組織し，250人の住民ごとに15～

55歳の年齢の男子20名の供出を義務づけた。さら

に翌1944年2月には，婦人も婦人隊に組織された。

また前記の各人種ごとの「厚生協会」も1944年2
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月から 7月にかけて勤労奉仕隊の結成を義務づけ

られた〈注17）。

こうした動員に当たって，軍政当局はスルタン

に一役買わせ， 1944年4月15日に第7方国軍司令

官土肥原賢二将軍とスルタン諸侯との会見に際

し，諸侯を代表してベヲ州スルタンは， 7最後の

勝利が得られる日まで，それぞれの州の住民を本

いて日本に全面的に協力するJことtこ同意した

（注18）。軍政当局は，スノレタンに対し，すでに1944年

初めに前年に約束したほぽ戦前並みの手当金を支

給するというアメ＆与えていた。さらに1944年夏

から，各州、IIこ戦前の回教会議がス fレタンの宗教上

の地位を高めるために再びつくられた。すなわち，

(1) 1944年8月12日。ペラチHf云統的指導者・！日

教教師会議（MajlisMashuarat Orang Besar2 dan 

Ulama, Perak，議長： RajaMuda, Perak) 

(2) 1944年 9月21日：ジョホールi司教会

(Majlis Mashuarat Ugama Islam, Johor偽議長．

Yang di-pertuan Jawatan Ugama Johore) 

(3) 1944年9月23日：ヌグリ・スンピラン問

教会議（Majlis Mashuarat Ugama Islam Negri 

Sembilan，議長： YangDi-pertuan Besar) 

(4) 1944年9月2413；セランゴー；I，州回教・

マレー慣習法会議（Majlis Mashuarat Ugama 

clan Adat・IstiadatMelayu, Selangor，議長： Sheik

ul Islam Setia diraja, Selangor) 

(5) 1944年10月7日；ノfハン回教会議（Majhs

Ugama Islam, Pahang，議長： TengkuBesar). 

またシンガポーノレ，マラッカ，ベナンの！日海峡

植民地にも回教裁判官会議が設けられた。州回教

会議は次の四つの委員会からなづていた。（1）回教

法委員会 (JawatanKuasa Undang Ugama Islam), 

(2）回教裁判所委員会（JawatanKuasa Ulang Bichara 

Mahkamah Shariyah), (3）回教教育委員会 (Jawatan
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Ku箇 aPelajaran Ugama), (4）回数慈善事業委員会

(Jawatan Kuasa Mentadbirkan Khairat）。

各州回教会議の運営は，完全に各州、｜スルタンの

主導性と責任に委ねられ，かなり多額の金が各州、｜

長政当局的ら支給された。さらじ同年12月13～15

日の3日閣，ペヰ1-Hクアラ・カシサーノレで「合マ

ラヤ回教会議（MajlisAgong Ugama Islam Malaya) 

がマラヤの回教行政t二関する各州l共通の問題を討

議した。この全マラヤ的規模の回教会議事は戦前に

もなかったことであった（注19）。

こうして，伍統的支配層のスルタンや回教指導

背は， H本軍政当局から厚遇を受灯るようにな

り，また戦前の英語教育を受けた「マレー人協会」

ゴ〉人々もマレ一人「厚生協会」の指導権を与えら

れた（注20）つしかし，上述したように，参事会も厚

生協会も消極的な態度をとり，日本倶ljが期待した

ような協なをしなかったので，軍政当局は，悪｛じ

の一途をたどる経済情勢の中でしだいに高まる現

地人の不満に対処するため，特に経済安定に必要

な華僑の意見をくみ上げるため， 1944年6月に軍

政監部の浜田大佐の発案で新たに「聞報処Jを崎

設した。

この閲報処は．戦前にマラヤの中国国民党系の

知識人が組織した「閲書報社」（ご読書クラブ）にヒ

ントを得たもので， 2名の日本人文官と13名の華

僑青年を配属しーこの懇口を通じて華僑の苦情を

聴き，その率直な批制や建設的な示唆を軍政当局

に通すという趣旨のものであった。とのベナシ

「閲報処Jの活動は，ベナンの経済安定化に少な

からず資するところがあり，この成功にがんがみ，

間報処はクアラ・ノレンプーノレとシンガポールにも

開設されたが，浜田大佐が同年10月tこ；号、に転任と

なって以後，所期の効果を収めなくなった（注21¥

この間報処は華僑を対象としたものであ－c,；そこ
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が，盟1945年 5月 2～3日，シンガボーノレで聞かれ

た第 1回ジャワ・スマトラ・セレベス・マラヤ軍

政監会議の結果，「関報処jiこならって「補導所」

を設置することに決定した。この「補導所」はマ

ラヤのすべての人種を対象とするもので，人結対lj

の部に分かれ，各部は日本人文官1名と各人種の

知性の刊し、育一年10名で編成されるととになったれ

「補導所」の上l的はごつあり，第 1ft，この組織

を通じて翠政に対して現地人が自発的に協力する

よう奨励することであり，今一つのn的は，待人

種社会の知性の高い青年の相互間の理解と協力に

より，人種間の偏見と反！迭を漸進ぴJi二除去し，［；、

いてはすラヤ在住の各人揺が共通の社会的責任感

と国民意識を但進するという理想、を将来実現する

という展望をしJたものであった。 l+H導所t主主ず

ぺナンに1945年 6月13日に開設され，既存の閲報

処はぺすン補導所の華僑郊となった内さらに，p）た

補導所がタイビンに7月3日に設属され， 7月末

にはすべての州に補導所が聞かれた〔/t22)。

(iJ l) Ak出 hi,Oρ. cit., p. 101. 

（注2) マヲイ箪政監部．マライ各HI（「Ii〕地ブj長

官の合同書類縦， 1943年 7! J J l El。マウイ！事政佐子市，

マライ名fli(iii）総務部長：合r,,J関係；l;fr!手伝， 194:J:1 7 

月20日（inAkashi, op. cit., p. 103）。

（注：1) Itagaki, op. cit, p. 259. 

（注4) Ibid., p. 260. 

〈注5) Ibid., p. 260. 

く注6〕 Akashi, op. cit., p. 106. 

（注7〕 Itagaki,op. cit., p. 106.九kashi,op. cit., 

p.104. 

〈注8〕 南方箪総司令部 「昭和19年度軍政施策に

関1る／ljcJ 19445f 1 f1。波辺様雄 「京以下におけら

宗教，習俗の利用主主に指導の問題」 （『調査部報』No.

4 1944年 6月20日〕（inAkashi, op. cit., p. 106.) 

(it 9) Kanahele, G., l》reludeto the JapanどれP

Occupation of Indonesia, l吐1.D. dissertation, （；川ー

nell University, 1967, pp. 119-120目

〔1主10) 『第29軍馬来作戦記録』 P/l手口2fi年 5月従n

太 ，y日戦争期，7)マレ一民族主義運動

助言寄製，防衛庁戦史釜蔵。

G主11〕 LeeTing Hui，“Singapore Under the 

Japaneぬ 1942-1945，＇’（『南洋学報』 196Vr)p.53. 

（注12) ニュー・テリーのイギリス情報省極東 ／，（］

Fortnightly Intelligence Report, No. 10, p. 30. 

（注13) へ存者の J ノ h ヒム・ γ コプと ' 1iq持，

1973年 21j，ジャカノL 守。

(ll:14) Ibrahim, Sedjai・・ahdan I'erdjuangan di 

λfalaya, p. 106. 

( /tl5) Stockwell司 Anthony J., The ])ec・elop-

m仰 tof the A1alayan Union Experiment 1942-

1リ48,Ph. I>. ThesiヘlTniversily of Lornlけ11, 197:{, 

p 28, ii: l 

(iU6〕 Ibid.,p. 107. 

I ／主17) Lee Ting Hui, op. cit., pp. 53 54 

けU8〕 Ak田，hi,of>. ,it., p.107 

(il:19) Itagaki，ψ. cit., pp. 257-259. 

(il.:20〕 筆者のマレーシア政府系通信1irtBernama 

役員 IncheSopiee , 1(1i接， 1972'i'-11 Jl, ヲ F ラ・

ノレンプール。

〔il:21) Itagaki, op. cit., p. 261. 

'/!;22) Ibid., pp 2βI 262. 

V 「クリス運動J

この間，インドネシアに将来独立を与えるとい

う1944年 9月 7日の小機首相の声明は，シンガポ

－／レのマレ一人の聞に政治的反響を呼び起こし

た。他方， 1943年10月に7 レー半島北部4州がタ

ィ；三移譲され，マラヤのマレ一人ポ大幅ピ減少し

たことと，インフレ悪化による生活難の増大によ

って，それまで比較的に軍政に協力的だったマレ

一人の聞にも不満と失望が累積L－つつあった。こ

うした状況に当面して，軍政当局は，「インドネシ

ア・ラヤ」の方向で将来の独立を約束することに

よってマレ一人の協力をつなごうとした。前述し

た1945年 6月 2～3日の両日にシンガポールで開

かれた第 1回ジャワ・スマトラ・モレベス・マラ

ヤ軍政監会議は， 5月 1日に設置された「インド

ネシア独立準備調査委員会j との関連でインドネ
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シア独立の諸問題を検討した。この会議の盟日か

ら，イブラヒムほ板垣興一氏（当時軍政監部民族対

策嬰H）の支持の下に，宿願通りマラヤをインゾ

ネシア・ラヤに鋪入するよう日本側に強く聾摘し

〔IU〕、さらにfンドネシアの指導者たちにも連絡

した。イブラヒムは， 6月から 2凹にわたりマレ

一半島各地を旅行してインドネシア・ラヤ運動の

実現を園り，各地の「マレー青年連盟j！日話動家

と接触した。

1945年 7月17日に，日本政府は，インドネシア

に可及的すみやかに独立を与えることを決定し，

7 Jl ~9 13にシンガポールで開かれた第2日ジャ

ワ・スマトラ・セレベス・マラヤ軍政監会議は，

このインドネシア独立の問題を検討した。三の会

議の結果， 8Jll0!3にマラヤ軍政当局は，ク IJス

運動〔イブラヒムらが展開したインドネシアとマラヤ

の統｛＇，の運動「 KckuatanRaky’at Indonesia Semenan-

jong〕《マレー半島インドネシア人連盟》の名称がはじめ

考えられたが〔KekuatanRakyat Istimewa〕《半島特

別人民連盟）〉と決定されたという。 KRISはその頭文

字を連ねた略称）〔注2）計闘を正式に承認した。こ

れに先立つ7日、サイゴンの南方総京総司令官寺

内元帥は，インドネシア独立賦与を決定した。盟

8日，インドネシアのスカルノ，ハッタの率いる

代表団が，サイコマンに赴く途中シン ）fポ－J＼， に立

ち寄った。この代表団の一部は，そのままシンガ

ポールに残って＼マラヤとインドネシアの統合の

問題について非公式に意見を交換した（注3〕。イブ

ラヒムは翌9flから11flまでマレ一半島西海1'1-を

「クリス運動！の遊説をしながら北 tし， 8月12

日にペラチMタイピンで板垣興一氏と落ち合った。

このII，サイゴンからジャカIレタ，，帰る途中のス

カノレノ，ハッダらの代表団の飛行機がタイピンに

立ち宿っ？とo スカルノー行i丸第29軍司令官公舎
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に表敬した後，タイピン飛行場でイプラヒムは，

スカノレノ，ハッタ，ラジマンと短時間会談した。

その席上， イブラヒムiま，スカルノら｝こ．マラヤ

の目的はインドネシアとの統合による独立である

ことを保証した。スカルノは， イブラヒムに，イ

ンドネシアの独立宜替は， 8月最後の遡に予定さ

れていると特げた。イプラヒムは，これは対し，

インドネシアの独立宣言式典に，マラヤを代表

し，マラヤを含むインドネシア共和国樹立に参加

するため 8名からなる代表団をジャカlレタに派遣

すべく準備中であると答えた。この短い会見にお

いて，スカルノは，ハッタの同席の下仁イプラヒ

ムと握手し， 「すべてのインドネシア人のために

単一の祖国を打ち立てよう」と語り，イブラヒム

は， fわれわれマラヤのマレ一人は，マラヤを独

立インドネシアの一部とする単一の祖国建設を心

から支持しますj と答えた位4〕。

二二の代表団派遣についての話し合いは， 8月13

日にイプラヒム，ブノレハヌディン博士とペラ外｜ス

ルタンのアブドウル・アジズの問に行たわれ，代

表聞には，「クリス運動止を代表してイブラヒム，

ザ yレハヌヂ、イン博士、オナン・シラジ，ハサン・

マナン，またスノレタン側を代表してペラ州スルタ

ン，パハン州スルタンのアプ・パカール，セラン

ゴール州スルタンのムー作・ウヂィン，またはスン

グイ・ウジョンのダトー・パンダール，それにジ

ョホール州スルタンの長男トゥンク・マコ 7また

はジョホーfレ州首相ウンク・アブドウル・アジズ

が選ばれるととにたった位5〕。しかし，そのわず

か2日後に日本が無条件降服し，上記代表団派遣

の計画は流れた。

イブラヒムは， R月14日に日本降服の情報をイ

ポーで聞いてから， 「クリス運動」の企聞大会開

催をブルハヌディン博士に委ね， 15日真夜中にク
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アラ・ lレンプーノレを汽車：で発って17日にシンガポ

ールに帰着した。［クリス運動j大会は， 8月17～

18日の両日，クアラリレンプールのステーション・

ホテノレで開催されるはずが結局流れ，その直後司

ジョホールリ＋｜のダトー・オンやシンガポールのマ

レ一人法律家サルドン・ジュビ－｝レらを含む有志

20余名がクアラ.Jレンア。ール市内カンオれ・バPレ

ーの民家で将来の戦略について意見をまとめよう

としたが，結論は出なかった日け。むなみtこ町

fクリス」運動の主要指導者は次のような人々で

あった。イブラヒム，ブルハヌデ fン同士，オ l

ン・シラジ，ラムリ・タヒール（ペナン），ハサン・

マナン〔現在パリ品在住入トウンケ・フ三インじ

ンガポーノレ，故人），イドリス・ハキム（セランゴー

ル），イシャク・どン・ノ、ジ・モハメッド，ラジャ・

シャーリマン（RajaSyahriman），ハジ・マソド，

アブドウル・マナン（べ十ン〉，ザトー・オン， T

ハメッド・ピン・アリフ（ケダ〕。（注7)

8月17日早朝にシンガポールに帰着したイフラ

ヒムは，かねての了解に基づき、ケア6・1レンプ

ーノレのマラヤ抗日人民軍本部から義弟軍のクア

ラ.Jレシプーfレ移駐についての指令を待•）たが9

18日になっても指令は到着しなかったo この間，

日本軍当局からジ γカノレケかサイゴン＼行くよう

強く迫られたイブラヒムは，義勇軍のマナフ少佐，

ザカリア大尉，モ r、メソ iご・サイド中尉に委任状

を与え， 280名の義勇軍を率いてクアラ・ノレンブ

ー／レへ武装して赴くよう最後の命令を出してか

ら，ジャカノレタへ戻る最後のB本軍機で，妻のマ

リアティム・シラジ，ハサン・マナン，オナン・

シラジの 3名とともにシンガポーむを離れてダャ

カ／レタへ赴いた（注8）。

シンガポールを出発した義勇軍；ま，ジョホール

州ムアーノレでマラヤ抗日人民軍の同地の指導者タ

太平if!fit争期汀マレーl己科、主f')di l功

ン・メイサン（TanMai Sang）に停止を命じられ，

守ン・メイサンは，クアラ・ノレンプールの本部が

らの事前の指令なしに通過させることを拒絶し

た。義勇軍部隊は， 4名の将校をイブラヒムの委

任状を携えてクアラ・ノレンプー／レへ侃遣するとと

を許された。 4名の代表は， 8月20日にクアラ・

1レンプーノレに着き，スータン・ゾュナインを通じ

てマラヤ抗日人民軍最高司令部と連絡した。その

結果，マラヤ抗日人民主j｛は，イ＝ずリス軍の復帰iこ

反対して抵抗する考え方を棄てたから，義勇軍は

解散す，＜しということになった。義勇軍の代表

は，この知らせを携えてムアールへ帰り， 8月22

｜｜に義勇軍は正式に解散された。

9月初めに連合軍はシンガポールに上陸しイ

ギリス軍政部が開設され，「♂レ一青年連mu
「クリス運動」守義勇軍の全指導者は逮捕，投獄さ

れた0 ・：：の中には死刑の宣告に直面した者もあっ

たが，マラヤ抗日人民軍の介入tこより，これ九指

導者はまもなくすべて釈放され，左翼運動を再開

寸ること iこts.る〔正9）。

一方，イブラヒムは， 8月19日にジャカルタに

有き，翌20日にスカJVノと会見して， 8月17日の

独立宜言にマラヤが含まれなかった理由を質し

た。スカルノは司モ ¥1 ：ソコのアブドウル・カリム

の反乱の失敗の例を引いて，イギリスとオランダ

の両方と戦わねばならなくなることの不利を説明

した償問。イプ弓ヒムは，この会見の直後， 7月

末にシンガポーJレで知り合いになっていた元ジャ

ワ軍政監部の民間人清水斉の友人の日本人仁伴わ

れ，：車で西ジャワ南部のスカブミに赴き，同地の

スカノレノの関係者の下にかくまわれた引11＼その

後，イブラヒムは，そのままジャワにとどまり，

対オランダ独立武力闘争期に，中部ジャワのジョ

クジャカ／レタ地域でタン・マラカが指導する「闘
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争同盟J(Persatuan Perdjuangan）系のゲリラ活動

に従事した世間。

他方，マナブ少佐等義勇軍の有志は，スマトラへ

移り，インドネシア共和国人民治安瀬（後のインド

ネシア同軍）め結成に参加した。マ斗－ 7少佐t土，大

隊島としてオランダ軍と戦って， 1946年にタンジ

ョン・パトゥ・ケりモンで戦死し，その他の｜司王宮

はスマトラとジ γワで転戦した（注以内

Ci主1) 事〈訟の収rn:輿句”教授とのIT百告書， 1974年5JJ'

東小。

( i.l.: 2 ) Itagaki, op, cit., p. 204. 

Ci'¥.: :l〕 Ibrahim,Sekitar Malaya Merdeka, Ba-

hagian Penerangan, Ke行a1uan l'vfalaya l'vferdeka, 

Djak，げta,1957、p.28. 

（油4〕 Ibid.,p. 29. 

(iUi) Ibid., p.30. 

(il fi〕 Ita日aki,op. cit., p. 264；おtockwell‘ψ

cit., p. 35, i主2, p.36, i.主 l。
(it 7) 策＇／干の 1ブラヒ J、Lの而桜， 1973年 2月－

:/ i＇力ノレ声 。
〔泣：8) 向上。

(i.f 9) Ibrahim, Sekitar Malaya Me，泊 ・ka,PP. 

34 ：お； Radin S前回rno，“Malay Nationali叩 l,

1900-1945，＇’ Journal of Southeast Asian History, 

Vol. I, No. 1 (Mar. 1960), p. 22. 

(iHO〕 築t'in rプラヒ λ との面持‘ 1973年 2)j' 

ジャカノレタ。

（注11〕 案者の消水斉氏との面接， 1974年 6月，策

京。

（注12) Ibrahim, op. cit., p目 54.

（注13) Ibid., p. 36. 

結び1：：.代えて

以上，太平洋戦争期におけるマラヤの民族主義

運動の展開を，マレ一入社会を中心に，とくにマ

レー左翼政治指導者の座標からたどってきた。こ

の分野の研究は， R本軍政政策プロパーの閑題が

ウィラード・エyレスブリ一位l〉，板垣興一，明石

陽至の諸教授によって取り扱われている以外は，
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ラーデ、イン・スナノレノの鍬入れ的仕事と，より最

近ではイギリスのストックウニUレの研究惜2）で触

れられはじめているにすぎない。何分現在までの

ところ，関係者の書いたメモワーノレの類がすこぶ

る限られているため，今後できるだけヒアリング

を行なわなければならないが，この時点で次のよ

うなことが脅えるであろう。

議1に，日本政府は，太平洋戦争開戦前後には，

作戦上の必要から，マレー左翼民族主義者を重視

し，利用したJ しかし，その後，占領初期には，

民心を掴む手段としてマレー伝統的支配騨（スノレ

々〉以下の伝統的政治エ I）ートと同教指導層）を重視

した。けれども，占領後期には，全般的戦局の悪

化に伴川経済的，軍事的必要による一般民衆の

組織化との関連で，マレー左翼民族主義者青年を

再び利用した。

第2に問題となるのは，日本占領期における現

地マレ一民族主義者の日本に対する， u、わゆる協

力（collaboration）と抵抗の問題について当事者が

どう考えてし、たのかーという点である。従来の日

本の軍政政策プロパーの前記の研究と臭なり，こ

の論文ではマレ一民族主義者の協力の側面のみな

らず，日本iζ対する抵抗の姿勢の側面を明らかに

した。

話3の問題は，イブラヒムら「マレー育年連盟j

系の人々が唱道した「インドネシア・ラヤ」が，

日本軍政期に具体的にマラヤとインドネ乙アの両

方にまたがって，どれほど，どのような形で運動

化していたのかという実態である。この詳細な研

究は今後をまたねばならないが，この問題は，そ

の後独立以降のインドネシアとマレーシアの関係

の構造の現在と将来の性格につながる今日的意義

を有する。

議4の問題は，日本軍政期における「マレー育
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年連盟」と｜マラヤ共産党」の闘係である。一面

において日本躍に協力の姿勢を示した［マレー青

年連盟j と， 「マラヤ抗日人民軍jを組識して日

本軍に全面的に武力抵抗した，大半が中国系住民

よりなる i－，ラ γ共産党！の関係：土少なからす微

妙なものがあったと考えられる。この論文で示し

たように， イデラヒム；土 fマラヤ共産党jが戦時

中lこiマレー古年連盟jとの簡に結んだ了解に，

終戦直後の段階で違反したと「マラヤ共産党」を

非難しているが， 「マラヤ共産党ji主戦争末期に

すでに連合軍の「136部隊」を通じて，連合室経と

の協力関係に入っていたのであり、 「マレー青年

連盟Jは，明らがに， 正二の事実を女llらされ－c＼、な

かったのである。もっともこの問題は，その性質

上，今後も資料的に解明がむずかしし、。

この関連で第らの問題は，「マレー青年連盟」の

γ ラヤ国家ないしマレーシア・ラヤ行ンドネLア・

ラヤ〉国家の思想の中でマラヤの非マレ一糸住民

が~－のように位置づけられていたのかという問題

である。具体的には iJレー青年連盟j Jンパ

ーは，非マレー系住民に対してどういう態度を示

してし、たのか。 1942年12月からHM3年3月までシ

ンガポールのマラヤ軍政監部の地方科科長のポス

トにあって，湾辺軍政H寺代になって以来うとんじ

られて同科の嘱託の関職につけられていたイブラ

ヒム・ヤーコブと知り合い，それを通じて「マレ

ー青年連盟jの理解者となった非Ill井英夫氏〔後に

マラッカ州長官〕によれば，イブラヒムはじめ「マ

レ－ti年連日立｜メンバ一等との度々の会談でi皮ら

がもっともはじしたのは，華僑の搾取に対する非

難であったという（注3〕。それのみならず，さきに

触れたように、 1,Dじ左実勢力に属する華僑よりな

るマラヤ共産党に対しでも結局は不信の念をイブ

ラヒムは表明することになったのである。こし’）マ

ぷ、I＇－；下戦争 .ilJJ-. 1レー 1(＼＼主義運和l

ヲヤの左翼の中での人種別政先間の分裂傾向は，

戦争直後の「全マラヤ共同行動会議」からマレー

主翼の「ヅトラJ（「人＆の力の 1j1,C_；、」を 1!i•リ；するマ L

－語の略）の分離，下っては独立後のマレー系の

：人民党j と非マ L一系の l労働党Jが究極的fニ

「社会主義戦線」という連合体a:解体せざるをえ

なくな・：＞たごとにもつながっている。三れは，多

人種社会マレーシアにおける十ショナリズムと干上

会主義の将来に重大な意味をもっ。

最後tこなるが，マしー左翼政党の戦争中の活動

を本論文で取り扱った最大の意義は，現在から近

L、将来tこかitてのマレ一系政消エリートの中にお

ける新L1、指導者の性格を考える場合に， 「マレ

ー青年連盟J，義勇軍，さらにその系統から戦争

1良後に生まれた「マ L一国民党JL’〉流れをくむ人々

の比重が少なからざる重要性をもっているとャう

点であるい 1960年代半ば以｜九特に1969年の人

種暴動以後円マレー・ポピュ 1)：；（ムと I.,¥ 、うべき

傾向の念、激な増大の中で上記の流れをくむ系統の

人々とその忠、想が大きな役劃を占めていくよう t二

思われる。その意味で，これまでまだ米開拓のこ

山マレ－－Li：耳政治勢｝jの形成と民聞に？後照明を

当てていく 4とが実際にも必要なように脅えられ

7-o) 0 

（注 1' Elsbree. ¥Villard 11., .Japan's H.ole i11 

5'uutheast Asian Nationalist !l,fovern仰 ts1940-

l.945，じamh.,Mass .. Harvard Univ目 Press,1953. 

Ci主2）日tockwell,up. cit. 

( i+. :i ) ？転者JJ帝JIIJJ：，兆六J(:1;vJLliil°t, 1974ii-7JJ, 

・m困。

f調査研 l日，；，主任調市川先員）
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